
火
防
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
火
ま
つ
り 

特
別
大
祈
禱
及
祈
禱
に
付
い
て 

 
謹
啓 

貴
家
益
々
御
清
祥
の
段
大
慶
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。 

さ
て
秋
葉
寺
「
火
ま
つ
り
」
は
毎
年
十
二
月
十
五
日
、
十
六
日
の
両
日
に

亘
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
火
防
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
大
護
摩
供
養
火
ま
つ

り
火
渡
り
大
祈
禱
は
十
五
日
十
六
日
両
日
共
夜
九
時
頃
古
来
よ
り
の
秘

法
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
尚
十
六
日
深
夜
半
七
十
五
膳
献
供
の
儀
式
が
漆

黒
の
中
千
有
余
年
前
か
ら
の
神
秘
的
秘
法
に
よ
り
荘
厳
に
修
行
さ
れ
ま

す
。「
火
ま
つ
り
」
は
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
様
一
切
衆
生
を
度
せ
ん
が
為

に
十
二
の
難
の
大
願
心
を
発
せ
ら
れ
、
行
わ
れ
る
も
の
で
御
座
い
ま
す
。 

一
心
以
て
信
ず
れ
ば
影
の
形
に
従
ひ
響
き 

声
に
応
ず
る
如
く
霊
験
必
ず
至
ら
せ
給
ふ 

こ
の
大
祭
に
あ
た
り
御
一
家
の
火
災
消
除
家
内
安
全
商
売
繁
盛
厄
難
消

除
の
大
祈
禱
の
勝
縁
を
結
ば
れ
ん
こ
と
を
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合 

掌 

祈 

祷 

料 

一
、
火
ま
つ
り
特
別
祈
祷
料 

 

金
弐
萬
円 

 

大
般
若
札 

記
念
品 

一
、
火
ま
つ
り
大
祈
祷
料 

 
 

金
壱
萬
円 

 

大
般
若
札 

一
、
火
ま
つ
り
大
祈
祷
料 

 
 

金
五
千
円 

 

大
祈
禱
札 

一
、
七
十
五
膳
献
供
祈
祷
料 

 

金
五
千
円 

 

七
十
五
膳
札 
御
供
物 

一
、
一
月
元
日
祈
祷
料 

 
 

 

金
壱
萬
円 
 

大
般
若
札 

一
、
一
ヶ
年
祈
祷
料 

毎
月
祈
禱 

金
壱
萬
円 

 

大
般
若
札 

一
、
大
般
若
経
典
一
巻
奉
納
料 

金
弐
萬
円 

 

大
般
若
札 

記
念
品 

一
、
献
酒
奉
納
料 

 
 

 
 

 

金
参
千
円 

 
 

御
送
金
金
次
第
御
祈
禱
丹
誠
に
抽
て
守
護
札
送
付
す 

同
封
の
払
込
票
（
詳
細
記
載
）
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い 

※
尚
御
祈
禱
申
込
複
数
の
場
合
の
守
護
札
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん 
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火
ま
つ
り
行
事
詳
細
日
程
は
裏
面 


